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こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
信
任
を
賜
り
、

第
６
代
行
橋
市
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
、
信
頼
と
期
待
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
今
後
と
も
そ

の
負
託
に
応
え
、
全
身
全
霊
を

傾
け
て
取
り
組
む
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
23
日
、
東
九
州
自
動
車

道
行
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

開
通
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
企
業
誘
致
、
住
環
境

整
備
な
ど
に
努
め
、
10
万
都
市

構
想
の
推
進
や
、
初
等
教
育
の

充
実
、
地
元
海
産
物
な
ど
を
販

売
す
る
「
海
の
駅
」
新
設
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
実
現
に
向

け
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ
か

っ
た
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
皆
様
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
「
ふ
る
さ
と
行
橋
」
実

現
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

田
中
純
市
長
の
略
歴

昭
和
21
年
８
月
28
日

　
　
　
　
　
　
　

行
橋
市
に
生
ま
れ
る 

昭
和
46
年
３
月　

京
都
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　
　

を
卒
業 

昭
和
46
年
７
月　

大
蔵
省
北
九
州
財
務
局

　
　
　
　
　
　
　

に
入
所

昭
和
49
年
７
月　

大
蔵
省
国
際
金
融
局

　
　
　
　
　
　
　

に
配
属

昭
和
55
年
６
月　

外
務
省
在
ブ
ラ
ジ
ル

　
　
　
　
　
　
　

日
本
大
使
館
一
等
書
記
官 

昭
和
60
年
８
月　

田
中
企
画
を
設
立 

平
成
23
年
４
月　

福
岡
県
議
会
議
員 

元気で力強い
ふるさと行橋へ

就任あいさつ

行橋市長　田中　純
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平成 26年度当初予算

当初予算平成26年度
行橋市

平成 26 年度の主な事業
　今年度の予算を特徴づける主な事業とその予算額について、第 5 次総合計画で目指す六つの基
本目標に沿って紹介します。

○インフラ整備プロジェクト
社会資本整備事業（道路整備） 1 億 5,228 万円

総合公園整備事業 1 億   400 万円

土地区画整理事業 7,093 万円

合併処理浄化槽設置補助金 6,458 万円

○産業活性化プロジェクト
水産生産基盤整備事業 3 億 605 万円

農村環境整備事業 2,690 万円

稲童漁港整備事業 2,568 万円

広域消費生活相談事業 1,516 万円

○ ライフステージ支援プロジェクト
児童手当支給事業 12 億 503 万円

障害福祉サービス費 11 億 5,860 万円

子ども医療費 2 億 6,463 万円

子育て予防接種事業 1 億 4,658 万円

○心とからだ育成プロジェクト
学校給食事業 4 億 9,810 万円

小・中学校空調整備事業 2 億 1,373 万円

小・中学校耐震改修事業 1 億 4,383 万円

仲津中学校整備事業 4,060 万円

○地域コミュニティプロジェクト
消防救急無線デジタル化事業 3 億 3,967 万円

防災倉庫設置事業 1,529 万円

防災行政無線整備事業 725 万円

自主防災組織助成事業 467 万円

○行政経営プロジェクト
文書広報事業 4,821 万円

農業委員会委員選挙 698 万円

市勢要覧作成事業 680 万円

職員研修事業 520 万円

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
市
長
選
挙
を
考
慮

し
、
経
常
的
経
費
で
は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務

的
経
費
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
。
建
設
事
業
な
ど
の
投

資
的
経
費
で
は
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
継
続
的
に
実
施
し
て

い
る
事
業
な
ど
、
時
期
的
に
当
初
予
算
か
ら
計
上
す
る
必
要

が
あ
る
経
費
に
限
定
し
て
計
上
す
る
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
算
規
模
は
２
４
６
億
８
、１
０
３
万
８
千
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
６
億
２
、５
８
５
万
円
の
減
額
、

率
に
し
て
２
・
５
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

【
歳
入
】

　

・
た
ば
こ
税 
… 

減
額
見
込
み

　

・
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税 

… 

増
額
見
込
み

⇒
 

市
税
全
体
と
し
て

増
額
見
込
み

　

・
消
費
税
の
増
税 ⇒

 

地
方
消
費
税
交
付
金 

… 

増
額
見
込
み

　

・
地
方
交
付
税
お
よ
び
地
方
譲
与
税 
… 

減
額
見
込
み

【
歳
出
】

　
・
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費 

… 

増
加

　
・
骨
格
予
算
編
成
の
影
響

　
　
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
建
設
終
了  

な
ど

⇒
 

普
通
建
設
事
業
費
な
ど

投
資
的
経
費
は
減
少

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
市
税
等
の
財
源
の
確
保
や
行
財

政
経
費
の
節
減
と
効
率
的
配
分
に
努
め
、
計
画
的
に
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
本
市
の
目
指
す
都
市
像
で

あ
る
「
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
人
が
集
ま
る
パ
ワ
フ
ル
ゆ
く
は
し
」

の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

市税
73 億 6,186 万 9 千円

（29.8％）

国庫支出金
52 億 2,468 万 4 千円

（21.2％）

市債
19 億 4,928 万 5 千円

（7.9％）

県支出金
17 億 1,849 万 3 千円

（7.0％）

その他（繰入金など）
37 億 2,442 万 3 千円

（15.0％）

市税内訳
市民税 36 億 3,221 万 4 千円

固定資産税 30 億 6,746 万 2 千円

たばこ税 5 億   943 万 9 千円

軽自動車税 1 億 5,275 万 4 千円

＝ 10 万 1,083 円

市民１人あたりの市税額
（2 月末日現在の人口 7 万 2,830 人で算出）

▼内訳

市民税 4 万 9,873 円

固定資産税 4 万 2,118 円

たばこ税 6,995 円

軽自動車税 2,097 円

③　25．4．15

歳入 科目別グラフ

地方交付税
47 億  228 万 4 千円

（19.1％）
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民生費
106 億 2,212 万 8 千円

（43.0％）

教育費
26 億 3,931 万 5 千円

（10.7％）

総務費
21 億 2,593 万 6 千円

（8.6％）

衛生費
20 億  970 万円

（8.2％）

公債費
17 億 8,431 万 9 千円

（7.2％）

土木費
11 億 2,215 万 2 千円

（4.5％）

消防費
10 億 9,849 万 8 千円

（4.5％）

その他（農林水産費・商工費など）
32 億 7,899 万円

（13.3％）

＝ 33 万 8,886 円

▼内訳

民生費 14 万 5,848 円

教育費 3 万 6,239 円

総務費 2 万 9,190 円

衛生費 2 万 7,594 円

公債費 2 万 4,500 円

土木費 1 万 5,408 円

消防費 1 万 5,083 円

その他 4 万 5,024 円

歳出 目的別グラフ

市民１人あたりの歳出額
（2 月末日現在の人口 7 万 2,830 人で算出）

投資的経費
（10.8％）

26億 4,802万3 千円
（10.8％）

856万3 千円
（0.0％）

普通建設
事業費

災害復旧
事業費

その他の経費
（38.4％）

48億 6,269万9 千円
（19.7％）

27億 9,120万8 千円
（11.3％）

18 億 3,447万円
（7.4％）

物件費

繰出金

その他

義務的経費
（50.8％）

68億 9,697万8 千円
（28.0％）

38億 5,477万8 千円
（15.6％）

17億 8,431万9 千円
（7.2％）

扶助費

人件費

公債費

歳出 性質別内訳
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歳
入

市
税
▼
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
等
）
で
す
。

国
庫
支
出
金
▼
国
が
市
町
村
に
交
付
す
る
負
担

金
、
補
助
金
、
委
託
金
な
ど
で
す
。

地
方
交
付
税
▼
地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務

が
で
き
る
よ
う
国
が
交
付
す
る
税
で
、所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定

割
合
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

市
債
▼
市
が
公
共
事
業
の
資
金
調
達
等
の
た
め

に
県
の
同
意
を
得
て
長
期
に
借
り
入
れ
る
資
金

で
す
。

県
支
出
金
▼
県
が
市
町
村
に
交
付
す
る
負
担

金
、
補
助
金
、
委
託
金
な
ど
で
す
。

繰
入
金
▼
市
が
資
金
調
達
の
た
め
に
基
金
（
積

立
金
）
か
ら
取
り
崩
す
資
金
で
す
。

※
繰
入
金
は
、
前
ペ
ー
ジ
「
歳
入
」
の
グ
ラ
フ

の
「
そ
の
他
」
に
あ
た
り
ま
す
。

歳
出

民
生
費
▼
主
に
障
害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
老

人
福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
一
定

水
準
の
安
定
し
た
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費

で
す
。

　

障
害
者
福
祉
費
に
つ
い
て
は
重
度
障
害
者
医

療
費
、
更
生
医
療
費
・
補
装
具
給
付
費
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
、
児
童
福
祉
費
に

つ
い
て
は
児
童
手
当
、
子
ど
も
医
療
、
児
童
ク

ラ
ブ
事
業
、
少
子
化
時
代
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
事
業
等
に
か
か
る
経
費
で
す
。
ま
た
、
老

人
福
祉
費
は
老
人
保
護
措
置
費
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
事
業
等
に
か
か
る
経
費
で
す
。

教
育
費
▼
教
育
・
学
習
に
関
わ
る
経
費
で
す
。

学
校
教
育
の
ほ
か
、公
民
館
、図
書
館
、ス
ポ
ー

ツ
関
係
等
の
生
涯
学
習
に
関
わ
る
経
費
も
全
て

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
学
校
教
育
費
は
、
小
学

校
耐
震
改
修
事
業
、
小
中
学
校
の
教
材
備
品
購

入
費
等
に
、
ま
た
、
社
会
教
育
費
は
、
各
種
体

育
施
設
の
管
理
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

経
費
、
各
種
教
育
講
座
の
経
費
、
人
権
教
育
指

導
等
に
か
か
る
経
費
で
す
。

総
務
費
▼
主
に
市
の
全
般
的
な
管
理
、
戸
籍
、

統
計
、
選
挙
や
税
金
の
徴
収
な
ど
地
方
自
治
体

が
基
本
的
に
行
う
べ
き
事
務
的
経
費
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
男
女
共
同
参
画
事
業
、
防
災

対
策
事
業
、
人
権
推
進
事
業
、
国
際
交
流
事
業

等
に
か
か
る
経
費
で
す
。

衛
生
費
▼
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
衛
生
的
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

主
な
も
の
は
保
健
衛
生
費
や
清
掃
費
で
す
。

　

保
健
衛
生
費
に
つ
い
て
は
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
負
担
金
、
が
ん
検
診
等
の
各
種
検
診
や

健
康
相
談
で
す
。
ま
た
、
清
掃
費
に
つ
い
て
は

行
橋
市
・
み
や
こ
町
清
掃
施
設
組
合
負
担
金
、

ゴ
ミ
減
量
分
別
啓
発
事
業
、
廃
棄
物
不
適
正
処

理
対
策
事
業
、
し
尿
処
理
費
等
、
環
境
保
全
対

策
に
か
か
る
経
費
で
す
。

公
債
費
▼
公
共
事
業
の
資
金
調
達
の
た
め
に
、

市
が
政
府
や
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
資
金
の
償
還
な
ど
の
経
費
で
す
。

土
木
費
▼
道
路
や
橋
、
公
園
、
住
宅
の
整
備
な

ど
、
街
づ
く
り
に
関
わ
る
経
費
で
す
。

　

主
に
、
京
築
地
域
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
の
土
地
区
画
整
理

事
業
、
道
路
整
理
事
業
、
都
市
公
園
・
総
合
公

園
整
備
事
業
な
ど
に
か
か
る
経
費
で
す
。

消
防
費
▼
消
火
活
動
や
、
風
水
害
、
地
震
な
ど

を
含
む
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
こ
れ
ら
が

発
生
し
た
場
合
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の

活
動
に
か
か
る
経
費
で
す
。
日
頃
の
防
災
活
動

は
全
て
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。
主
に
、
消
防
団

関
係
経
費
、
防
火
水
槽
の
整
備
や
各
種
消
防
講

習
な
ど
に
か
か
る
経
費
で
す
。

農
林
水
産
業
費
▼
農
林
水
産
業
の
振
興
を
は
か

る
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
等
に
関
わ
る

経
費
で
す
。

　

主
に
農
業
振
興
事
業
、農
村
環
境
整
備
事
業
、

漁
港
施
設
の
整
備
や
栽
培
漁
業
の
推
進
な
ど
に

か
か
る
経
費
で
す
。

平成 26 年度　特別会計当初予算

国民健康保険特別会計 81 億 4,638 万 6 千円 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,931 万 5 千円

公共下水道事業特別会計  14 億   707 万 1 千円

地方卸売市場行橋市魚市場特別会計 3,259 万 4 千円

行橋市・苅田町・みやこ町介護認定特別会計 2,991 万 1 千円

介護保険特別会計（保険事業） 50 億 1,144 万 5 千円

農業集落排水事業特別会計 7,321 万 9 千円

後期高齢者医療特別会計 9 億 3,558 万 3 千円

※特別会計・公営企業会計は、一般の歳入・歳出とは区別され、
　特定の歳入で特定の歳出をまかなうものです。

平成 26 年度　公営企業会計予算

水道事業会計

収益的収入 13 億 7,462 万 2 千円

収益的支出 10 億 8,618 万 4 千円

資本的収入  2 億   102 万 6 千円

資本的支出   8 億     26 万 1 千円

商
工
費
▼
商
工
業
の
発
展
や
観
光
事
業
の
た
め

に
使
わ
れ
る
経
費
で
す
。
主
に
、
地
域
活
性
化

推
進
事
業
、
消
費
生
活
相
談
事
業
、
中
小
企
業

育
成
事
業
や
企
業
誘
致
関
連
事
業
な
ど
に
か
か

る
経
費
で
す
。

※
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
は
、前
ペ
ー
ジ
「
歳

出
」
の
グ
ラ
フ
の
「
そ
の
他
」
に
あ
た
り
ま
す
。

平成 26年度当初予算

⑤　26．4．15

環境課からのお知らせ

■
補
助
金
額

■
申
込
方
法

・
受
付
期
間
（
前
期
）

　＝
４
月
17
日
（
木
）
～
７
月
31
日
（
木
）

・
受
付
時
間
＝
９
時
～
17
時

　
※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

・
補
助
金
交
付
予
定
基
数
＝
１
３
０
基
程
度

　
な
お
、
前
期
募
集
は
先
着
順
に
て
行
い
、
補

助
金
申
請
額
が
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
時
点
を

も
っ
て
前
期
募
集
の
申
請
受
付
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
後
期
募
集
（
９
月
頃
予
定
）
に
つ
い
て
は
、

50
基
程
度
補
助
す
る
予
定
で
す
が
、
補
助
金
申

請
額
が
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
に

よ
り
決
定
す
る
予
定
で
す
。

・
提
出
書
類
＝
補
助
金
交
付
申
請
書
、誓
約
書
、

浄
化
槽
設
置
届
、
住
民
票
（
続
柄
を
含
む
世
帯

全
員
分
の
記
載
が
あ
る
も
の
で
、
発
行
日
か
ら

３
カ
月
以
内
の
も
の
）、
市
（
区
町
村
）
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
発
行
日
か
ら

１
カ
月
以
内
の
も
の
）
等

※
申
請
用
紙
は
行
橋
市
役
所

西
棟
２
階
の
環
境
課
お
よ
び

行
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
市
環
境
課
窓
口
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
外
地
域

《
下
水
道
事
業
計
画
地
域
》

門
樋
町
、
宮
市
町
、
神
田
町
、
東
大
橋
１
～
６
丁

目
、
大
橋
１
～
３
丁
目
、
中
央
１
～
３
丁
目
、
西

宮
市
１
～
２
丁
目
の
全
部
、
西
宮
市
３
～
５
丁
目

と
大
野
井
お
よ
び
下
検
地
の
一
部
、
行
事
１
～
６

丁
目
の
全
部
、
行
事
７
～
８
丁
目
の
一
部

《
集
中
合
併
処
理
浄
化
槽
使
用
区
域
》

高
杉
第
２
団
地
（
行
事
３
丁
目
）、
フ
レ
ッ
シ

ュ
タ
ウ
ン
（
泉
中
央
８
丁
目
）、
三
共
苑
第
２

団
地
（
北
泉
４
丁
目
）、
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
（
北

泉
４
丁
目
28
～
30
番
）
八
景
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
南
泉
３
丁
目
）、
行
橋
い
ず
み
団
地
（
矢
留
）、

イ
ト
ー
ピ
ア
行
橋
（
前
田
ヶ
丘
）、
宮
の
杜
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
（
宮
の
杜
）

※
た
だ
し
、
新
規
設
置
に
よ
り
接
続
不
可
能
な

場
合
を
除
く
。

《
農
業
集
落
排
水
地
域
》
椿
市
校
区
全
地
域

■
申
請
資
格

①
専
用
住
宅
お
よ
び
併
用
住
宅
に
小
型
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
使
用
す
る
世

帯
の
世
帯
主
で
あ
る
方

②
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
後
、
設
置

場
所
に
住
民
票
を
お
け
る
方

③
市
（
区
町
村
）
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

※
販
売
・
営
業
目
的
で
、
浄
化
槽
付
き
専
用
住
宅
を

建
築
す
る
方
や
会
社
に
は
、
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
の
工
事
期
間
：
原
則
、
決
定

通
知
か
ら
平
成
27
年
３
月
18
日
ま
で
で
す
。

■
補
助
対
象
の
住
宅
：
専
用
住
宅
お
よ
び

併
用
住
宅
（
居
住
部
分
が
延
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
の
建
物
）
で
、
新
築
・
増
改

築
を
問
い
ま
せ
ん
（
平
成
26
年
度
中
に
使

用
可
能
な
住
宅
）。

タイプ 金額

5人槽
床面積

130㎡未満

303,000
円

6～ 7人槽
床面積

130㎡以上

360,000
円

8人槽
以上

468,000
円

※ただし、11人槽以上
の浄化槽補助について
はお問合せください。

平成 26 年度前期分

合併処理浄化槽設置補助金申請の受付は４月 17 日からです

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る

装
置
で
あ
り
、
維
持
管
理
が
と

て
も
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、

定
期
的
に
、
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
を
行
う
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
者

の
方
は
、
浄
化
槽
法
で
決
め
ら

れ
た
左
記
の
事
項
の
遵
守
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
保
守
点
検
】

　
保
守
点
検
の
回
数
は
、
浄
化

槽
の
種
類
や
大
き
さ
な
ど
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
定
め
ら
れ

た
保
守
点
検
の
他
、
消
毒
薬
等

の
消
耗
品
の
点

検
や
機
器
の
作

動
状
況
、
放
流

水
の
状
況
等
を

確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

【
清
掃
】

　
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
年
１
回

以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
浄
化
槽
の
種
類
や
浄
化
槽

の
内
部
の
槽
に
よ
っ
て
は
、
汚

泥
や
汚
水
を
全
部
引
き
抜
い
て
、

内
部
設
備

の
洗
浄
を

行
う
必
要

が
あ
り
ま

す
。

消毒剤の点検・補給

モーターの点検

機能の診断

汚泥の調整
　　　移送

【
法
定
検
査
】

　
浄
化
槽
が

適
切
な
維
持

管
理
に
よ
り

処
理
機
能
が

発
揮
さ
れ
て

い
る
か
を
、

一
般
財
団
法

人
福
岡
県
浄
化
槽
協
会
が
検
査

す
る
も
の
で
、
車
の
車
検
に
あ

た
る
も
の
で
す
。
検
査
の
中
心

と
な
る
の
は
、
日
ご
ろ
の
保
守

点
検
や
清
掃
な
ど
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
を
、
第
三
者
の

目
で
、
適
正
・
お
お
む
ね
適
正
・

不
適
正
の
三
段
階
で
判
断
し
ま

す
。
設
置
後
最
初
の
検
査
（
７

条
検
査
）
が
終
了
し
た
ら
、
そ

の
後
は
毎
年
１
回
、
定
期
的
に

検
査
（
11
条
検
査
）
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浄化槽は維持管理が大切です

○浄化槽の設置については、
 福岡県京築保健福祉環境事務所
　TEL ２３ - ９０５０
○浄化槽の維持管理については、
 ・（株）日豊清掃センター
　TEL ２２ - ３３０３
 ・（有）行橋玄洋社
　TEL ２４ - ６４８８
※点検については、上記 2社から選択可能です。

○浄化槽の設置については、
　市環境課環境係
　TEL ２５ - １１１１
　（内線１２５３、１２５６）



る～ぷるエンパワーメント講座

　行橋市男女共同参画センターる～ぷるでは、男女共
同参画社会づくりを皆さまと
ともに実現していくために、
また、市民の皆さまが主体と
なった活動を支援するため、
平成 26 年度る～ぷる市民企
画講座を募集します。
○募集対象
・男女共同参画社会の実現に関心を持ち、市内に事務
　局があり、市内で活動する団体およびグループが行
　う講座など
・4 企画の募集（1 団体につき 1 企画）
○募集内容：男女共同参画社会の実現について関心と
　理解を深めようとするテーマであれば、内容、形式
　などは特に問いません。

講座 日程 講師 内容

１
5 月 22 日（木）
10 時～ 12 時

石坂 知子 さん
（トゥルーカラーズ TC カラー

マスタートレーナー）

「癒しのサンキャッチャーづくり」
　自己紹介の後は、みんなでキラキラサンキャッ
　チャーづくり

２
5 月 29 日（木）
10 時～ 12 時

船橋 めぐみ さん
（日本色育推進会講師

色育アドバイザー）

「香りでウキウキ、アロマでハウスキーピング」
　香るお掃除グッズづくり・お喋りタイム　

３
6 月 5 日（木）

10 時～ 12 時 30 分

石坂 明子 さん
（日本ボディスタイリスト協会

ビューティケアトレーナー）

「ビジョンマップ・夢コラージュ」
あなたの夢は何ですか？「わからない」でも大丈夫。
見てるだけでワクワクする夢マップができます。

○支援内容
・企画、運営に関する助言
・講座開催経費の助成（1 企画につき 3 万円を上限と
　します。講師料、チラシ、当日資料、託児費等）
・広報（市報掲載等）
○開催期間　
　平成 26 年 8 月 1 日から平成 27 年 2 月 28 日まで
○開催場所：市内の施設であれば特に問いません
　　　　　　（る～ぷる研修室は無料で使用できます）
○申込方法：市民企画講座助成金交付申請書、実施計
　画書、予算計画書の提出をお願いします。
　※書式は、る～ぷると市人権男女共同参画課に準備してい
　　ます。市のホームページからもダウンロードできます。
○申込み：5 月 16 日（金）までに、行橋市男女共同
　参画センター“る～ぷる”へお申込みください。
　※応募企画については、審査の上、後日結果の通知をします。

平成 26 年度　　市民企画講座を募集します

託児無料
※６カ月から就学前まで

⑦　25．4．15

　行橋市では、すべての人が性別に関係なく「自分ら
しく」生きられるまちづくりのため、男女共同参画推
進に取り組んでいます。
　そこで「男女共同参画」を分かりやすくアピールする
川柳を皆さまから募集します。奮ってご応募ください。

○募集内容：「男女共同参画」をテーマとした川柳を
　募集します。
○応募資格：行橋市内在住・在勤・在学の方
○募集期間：4 月 15 日（火）から 5 月 20 日（火）ま
　で（必着）
　※持参の場合は、土・日曜日、祝日を除く
○応募方法：住所、氏名、連絡先を明記し、市人権男
　女共同参画課まで郵送、電子メールまたは持参して
　ください。

　25．4．15　 ⑥

○応募規定
　（1）1 人 3 点まで。作品は自作・未発表のものに限
　　　ります。
　（2）作品の返却はしません。また、著作権は行橋市
　　　に帰属します。
○表彰：最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点
　※ 6 月 14 日（土）開催の“る～ぷるフェスタ”に
　おいて表彰式を行い、入賞者に表彰状および記念品
　を贈呈します。
　また、作品は広報・啓発等さまざまな場面で活用さ
　せていただきます。
○個人情報の取り扱いについて
　　応募用紙に記載された個人情報は、入賞者への通
　知、結果発表等の目的のみに使用し、「行橋市個人
　情報保護条例」の規定に基づき適正に管理します。

○募集内容：職場や学校、ボランティア活動、日常生
　活など様々な場所で、女性や男性がともにいきいき
　と活動している様子を撮影した写真を募集します。
○応募資格：行橋市内に在住・在勤・在学の方（プロ
　の写真家は除く）
○応募期間：4 月 15 日（火）から 5 月 20 日（火）ま
　で（必着）
　※持参の場合は、土・日曜日、祝日を除く
○応募方法：持参・郵便の場合は写真の裏面に住所・
　氏名（ふりがな）・電話番号および作品タイトル・
　作品コメントを記入してご応募ください。ただし、
　電子メールの場合は、ホームページに掲載されてい
　る所定の応募用紙に必要事項を記入して、写真デー
　タを添え、市人権男女共同参画課へご応募ください。
○応募規定
　　（１）1 人 3 点まで。作品は自作・未発表のもの
　　　　 に限ります。

　　（２）作品は、写っている方の承諾を得たものに
　　　　  限ります。
　　（３）写真の規格は、6P（六切り・203㎜× 254㎜）
　　　　 または A4（210㎜× 297㎜）とします。
　　（４）作品の返却はしません。また著作権は、行橋
　　　　  市に帰属します。
○表彰：最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点
　　　　（入賞は 1 人 1 点とします）
　※６月 14 日（土）開催の“る～ぷるフェスタ”に
　おいて表彰式を行い、入賞者に表彰状および記念品
　を贈呈します。
○個人情報の取り扱いについて
　　応募用紙に記載された個人情報は、入賞者への通
　知、結果発表等の目的のみに使用し、「行橋市個人
　情報保護条例」の規定に基づき適正に管理します。

男女共同参画　川柳を募集します あなたのコトバで
一歩前進！

それぞれの「できる」を あつめてつくる社
ま ち

会男女共同参画宣言都市
ゆくはし

男女共同参画センター
る～ぷる

行橋市人権男女共同参画課 男女共同参画係（東棟３階）
〒 824-8601　行橋市中央 1-1-1　
TEL25-1111（内線 1361）　E-mail：jinkendanjyo@city.yukuhashi.lg.jp

申込み
問合せは…

　　　　家庭で、学校で、職場で、地域で

男女共同参画 フォトコンテスト写真大募集！

「あなたの夢をハッピーにつかむ」

○定　員：各講座 15 人（20 ～ 40 代の女性で、
　すべて受講できる方を優先・先着とします）
○会　場：行橋市男女共同参画センター
　　　　　る～ぷる研修室
○託　児：生後 6 カ月から就学前まで

○受講料：材料費 1,500 円
　　　　（第 1 回目の講座受講時にお持ちください）
○申込み：託児をご希望の方は、事前予約が必要です。
　5 月 12 日（月）までに、行橋市男女共同参画センター
　“る～ぷる”へお申込みください。

　春ですね。いつもの”あなた”でいるのもいいですが、たまには、楽しい集まりで出会った仲間と何か始めて
みるのはいかがでしょうか。

行橋市男女共同参画センター“る～ぷる”
〒 824-0005　行橋市中央 1-1-2　市民会館別館 2 階
TEL・FAX：26-2232　　E-mail：d-center@tea.ocn.ne.jp

申込み
問合せは・・・
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ゆくゆく Information

【
学
習
者
募
集
】

◇
活
動
内
容

　
読
み
書
き
・
簡
単
な
計
算
の
学
習
を
行

い
ま
す
。

◇
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
民
の
方
で
、
毎
週
１
回

の
教
室
へ
の
参
加
と
毎
日
10
分
程
度
の
自

宅
学
習
が
可
能
な
方

◇
学
習
日
時

　

５
月
15
日
～
８
月
28
日
の
毎
週
木
曜
日

　

１
グ
ル
ー
プ
＝
９
時
30
分
～
10
時
10
分

　

２
グ
ル
ー
プ
＝
10
時
15
分
～
10
時
45
分

※
１
回
30
分
程
度
の
学
習
で
す
。

◇
場
所

　

行
橋
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費

　

６
７
０
円
（
３
カ
月
分
の
教
材
費
）

※
５
月
15
日
（
木
）
の
開
講
日
に
徴
収
し

　

ま
す
。

◇
募
集
人
数
　

20
人

●問合せ　市 介護保険課　
　TEL ２５ - １１１１（内線 1175）「脳の健康楽習室」学習者・学習サポーター募集脳がいきいき

　　　若返り！

【
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
】　

　

行
橋
市
介
護
予
防
事
業
、「
脳
の
健
康

楽
習
室
」
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

◇
活
動
内
容

　
参
加
者
へ
の
助
言
等
学
習
サ
ポ
ー
ト

◇
対
象
者

　

お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方
で
高
齢
者
の
心

身
の
健
康
増
進
の
支
援
に
関
心
が
あ
る
方
。

※
た
だ
し
、
５
月
８
日
（
木
）
の
事
前
研

修
会
に
参
加
可
能
な
方
。

◇
活
動
期
間　

　

５
月
15
日
～
８
月
28
日
（
３
カ
月
間
）

　

毎
週
木
曜
日 

９
時
～
12
時
頃

◇
場
所

　

行
橋
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
行
橋
駅
高
架
下
）　

◇
募
集
人
数　
５
人
程
度

◇申込期間
　４月 15 日（火）から
　※定員になり次第締切

◇申込方法
　介護保険課へお電話ください。
※住所・氏名・電話番号・年齢
　をお申し出ください。

申込みの共通事項

脳の健康楽習室
の様子

高
齢
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域

で
暮
ら
す
高
齢
者

の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
相
談
に
、
保
健
・
福
祉
・

介
護
の
専
門
職
が
対
応
し
ま

す
。
行
橋
市
で
は
、
市
内
６

カ
所
（
行
橋
、
今
元
、
仲
津
、

中
京
、
長
峡
、
泉
）
に
高
齢

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
多
方
面
か
ら
総
合
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、

皆
さ
ま
が
「
い
つ
ま
で
も
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
て
い
く
」
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

泉高齢者相談支援センターの場所が変わりました ●問合せ　市 介護保険課 高齢者支援係
　TEL ２５ - １１１１（内線 1175）

パブリックコメントを募集します　 ●問合せ　行橋市議会事務局
　TEL ２５ - ９６３３

行
橋
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身

近
で
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
べ
く
、「
議
会

改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
５
月
に
は
、
行
橋
市
議
会
が

市
民
の
皆
さ
ま
に
ど
の
く
ら
い
知
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
把
握

す
る
た
め
「
行
橋
市
議
会
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
策
定
し
た
、
行
橋
市
議

会
基
本
条
例（
素
案
）に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◇
議
会
基
本
条
例
と
は

　

安
全
安
心
で
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
貢
献

す
る
た
め
、
行
橋
市
議
会
お
よ
び
行
橋
市
議
会
議
員
に

求
め
ら
れ
る
基
本
的
事
項
お
よ
び
責
務
に
つ
い
て
定
め

た
も
の
で
す
。

◇
案
の
閲
覧
方
法

・
議
会
事
務
局
（
市
役
所
東
棟
６
階
）

・
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
棟
３
階
）

・
受
付
（
市
役
所
東
棟
１
階
）

・
市
内
各
校
区
公
民
館

・
中
央
公
民
館

・
行
橋
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

（
中
央
公
民
館
行
橋
駅
分
館
）

・
行
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
募
集
期
間

　

４
月
21
日
（
月
）
～
５
月
12
日
（
月
）

◇
提
出
方
法

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
行
橋
市
議
会 

　
（
行
橋
市
議
会
事
務
局
）
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
２
４
‐
８
６
０
１　

行
橋
市
中
央
１
‐
１
‐
１

　

行
橋
市
議
会

　

FAX　

２
５
‐
５
８
９
６

　

Ｅ
メ
ー
ル　

gikai@
city.yukuhashi.lg.jp

泉高齢者支援センター

 　〒 824-0033
行橋市北泉 3-3-3（サン・パル 1 階）

℡ 23-6000

北泉、泉中央、西泉、南泉、東泉、
大字羽根木、大字草場

名称

住所

電話番号

担当地域

●問合せ　行橋市歴史資料館　　
　TEL ２５- ３１３３

平成 26 年度 第 1 回 市民学芸員と歩くゆくはし探訪

「黒田官兵衛ゆかり豊前地方の初夏をめぐる」の巻 参加者募集！月　日 内　科 小　児　科 歯　科
5月 3日

９時～ 18 時および
19 時 30 分～翌 9 時

９時～ 18 時および
19 時 30 分～翌 9 時 9 時～ 18 時

受付 17 時まで

5月 4日
5 月 5 日

5 月 6 日
9 時～ 18 時および
19 時 30 分～翌 6 時

9 時～ 18 時および
19 時 30 分～ 23 時

問合せ　行橋京都休日・夜間急患センター TEL ２６－１３９９

行橋京都休日・夜間急患センター
　5月連休の診断日・診療時間のご案内

「第 7 回 昭和のわだち」 日時：5 月 3 日（土・祝）
　　　12 時～ 20 時
場所：大橋神社 田町商店会

【お問合せ】
NPO法人 京都ドリーム 21（定石）
TEL  090-3734-7870

●「大橋神社ステージイベント」
12 時～　　  　オープニングセレモニー
12 時 30 分～　劇団 風雷望のショー＆紙芝居　　
　　　　　　屋台村
13 時 30 分～　第 1 部  ステージイベント開始
18 時 30 分～　行橋灯明（灯明点火）
19 時～　　　  第 2 部  音楽ステージ
20 時～　　  　お菓子まき（境内にて）

　子どもたちの手作りの竹灯明などに火を灯
し、幻想的な明かりの中で演奏会を行います。

●「田町商店会イベント」
・ボンネットバス乗車体験（11 時 30 分～）
　※行橋駅前から出発します（無料・先着順）。
・駅前通りの一角で屋台を出店
・田町飲食店のナイトマップを配布

▲昭和の雰囲気満載の
　ボンネットバス♪

◆
申
込
期
間

　
4
月
16
日
（
水
）
～
23
日
（
水
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
先

　

〒
８
２
４
ー
０
０
０
５ 

　

行
橋
市
中
央
１
ー
９
ー
３

　

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
２
階 

　

行
橋
市
歴
史
資
料
館

　
「
ゆ
く
は
し
探
訪
」
係

３
月
23
日
に
実
施
し
た
、
ゆ
く
は
し
探
訪
「
官
兵
衛
ゆ
か
り
豊
前
地

方
の
春
を
め
ぐ
る
」
の
巻
が
大
変
な
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

の
で
、
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
！
今
回
も
前
回
と
同
じ
行
程
で
め
ぐ
り
ま
す
。

な
お
、
散
策
の
コ
ー
ス
に
若
干
変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◇
日
時
　

　

5
月
11
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～ 

16
時
30
分 

　

10
時
コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
出
発　

　

※
雨
天
決
行　

◇
主
な
コ
ー
ス
　

　

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋 

　

→ 

馬
ヶ
岳
城
（
車
上
見
学
）

　

→ 

吉
富
町
八
幡
古
表
神
社

　

→ 

中
津
城
（
昼
食
）

　

→ 

中
津
の
寺
町
散
策

　

①
寶ほ
う
れ
ん
ぼ
う

蓮
坊

　
（
行
橋
浄
喜
寺
三
代
住
職
良
慶
開
基
の
寺
）

　

②
合ご
う
が
ん
じ

元
寺

　
（
宇
都
宮
氏
家
臣
団
が
討
ち
取
ら
れ
た
寺
）

　

→ 

道
の
駅 

豊
前
お
こ
し
か
け

　

→ 

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋

◇
参
加
費
　

　

１
、５
０
０
円

　
（
特
製
弁
当
、
資
料
代
、
保
険
料

　

  

な
ど
）

◇
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、
下
記
宛
先
ま
で

ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員
＝
40
人

　
5
月
3
日
か
ら
、

　
守
田
蓑
洲
旧
居
を
公
開
し
ま
す

　

守
田
蓑さ
し
ゅ
う洲
旧
居
は
、
江
戸
時
代
末
期

の
大
庄
屋
の
居
宅
で
、
市
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
改
修
工
事
が
完
了
し
、

こ
の
た
び
公
開
を
開
始
し
ま
す
。

住

所
：
行
橋
市
大
字
沓
尾
１
８
１

　
　
　
　
（
駐
車
場
あ
り
）

開
館
日
：
土
・
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日

　
　
　
　
（
お
盆
、
年
末
年
始
は
除
く
）

開
館
時
間
：
10
時
か
ら
17
時
ま
で

　
　
　
　
（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ
：
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

  

文
化
課
文
化
財
保
護
係

　
　
　
　

  

℡
２
５
‐
１
１
１
１

 　
　
　

   

（
内
線 

１
１
６
７
）
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子育て
支援係

☆ 母子保健カレンダー ☆

4 月
  15 日（火）　1 歳 6 カ月児健診（H24 年 9 月生）
  18 日（金）　ハグルーム（育児相談）※要予約
　　　　　　  なかよし広場
  22 日（火）　3 歳児健診（H23 年 3 月生）

5 月
    8 日（木）　4 カ月児健診（H25 年 12 月生）
  13 日（火）　7 カ月児健診（H25 年 9 月生）
  15 日（木）　もぐもぐクラス（離乳食教室）※要予約
  16 日（金）　ハグルーム（育児相談）※要予約
　　　　　　　なかよし広場
  20 日（火）　1 歳 6 カ月児健診（H24 年 10 月生）
  27 日（火）　3 歳児健診（H23 年 4 月生）

※ハグルーム（発達相談）の日程については、左
　記をご覧ください。

産科医療補償制度の申請期限は
満 5 歳の誕生日までです

子育てを頑張る
皆さんを応援します！
℡ 2５-１１１１（内線 1183、1184）

⑪　26．4．15

子育て広場 に
遊びに来ませんか？

◎駐車場に限りがあります。大きなイベントの際は、早
　めに来るか、公共交通機関をご利用ください。
◎予約が必要なイベントについては、お早めにご予約さ
　れることをオススメします。
◎すべて、原則市内の方のみ利用できます。

なかよし広場
月２回開催！

　いろいろな遊具やオモチャを使って自由に遊べる広
場です。入退室は自由です。当日の希望者には、身長・
体重の計測も行っています。お気軽にご利用ください。
◆開 催 日
　【A】5 月 16 日（金）　　【B】5 月 1 日（木）
◆時　　間：9 時 30 分～ 15 時
◆内　　容

【A】相談・計測コーナー（9 時 30 分～ 11 時 30 分受付）
　　相談コーナーでは保健師・栄養士が相談に応じます。
　　母子手帳を持ってお越しください。

【B】計測コーナー（9 時 30 分～ 14 時 30 分受付）
　　保健師・栄養士の相談コーナーはありませんが、　
　　保育士に気軽にご相談ください。

【A、B 共通内容】食事タイム（12 時～ 13 時）
　※場所はホール。レジャーシートをお持ちくださ　
い。ごみは各自でお持ち帰りください。
◆場　　所：ウィズゆくはし 1 階 多目的ホール
◆対象年齢：0 歳～ 5 歳

子育てアルバム

☆ 3 月 お誕生日おめでとう☆

産科医療補償制度の申請について

◆日 時：5 月 16 日（金）
　　　　　  9 時 30 分～ 11 時
◆場 所：ウィズゆくはし 
◆内 容：母乳相談、栄養相談、育児相談など
◆申込締切：5 月 9 日（金）
※計測のみご希望の方は、子育て支援サークル「なか
　よし広場」をご利用ください。

ハグルーム（育児相談） 要予約

リトミックあそび
◆日　時：5 月 23 日（金）　0 歳～ 1 歳 6 カ月
　　　　　　　27 日（火）　1 歳 7 カ月～ 5 歳
　　　　　10 時 30 分～ 11 時 30 分（10 時から受付）
◆場　所：ウィズゆくはし　1 階 多目的ホール
◆講　師：神田 みかえ さん 
◆持 参 品：水分補給のお茶
※予約はいりません。どちらかの日を選んで参加して
　ください。

◆開設日：2 日（金）、7 日（水）、22 日（木）、28 日（水）
◆時　間：9 時 30 分～ 12 時
　　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
◆場　所：ウィズゆくはし 2 階 事務所内
◆参加費：無料
※上記開設日・健診日・なかよし広場（Ａ）以外の日は、
　相談、交流、身長、体重　の計測や 1 歳以上のお子
　さまも、気軽にご利用ください。

5 月の「めばえルーム」（0 歳児対象）

子育て講座

Sun ちゃん広場 5 月 カレンダー

● 14 日に開催の誕生会では、5 月に誕生日を迎
　えるお子さまの写真撮影をします（希望者のみ）。
●なお、誕生日を迎える方以外のお子さまも誕生
　会への参加はできます。

時間：9 時 30 分～ 12 時　　場所：ウィズゆくはし 

1 歳 7 カ月～ 5 歳
0 歳～ 1 歳 6 カ月
0 歳～ 5 歳
1 歳 7 カ月～ 5 歳
0 歳～ 1 歳 6 カ月

机上あそび
運動あそび
誕生会
運動あそび
机上あそび

  9 日（金）
12 日（月）
14 日（水）
19 日（月）
21 日（水）

開 催 日 対象年齢 内　　容

市子育て支援センター
 　　　　　　　　　TEL・FAX：25-5488

◆日 時：5 月 15 日（木）
　　　　　 10 時～ 11 時 30 分
◆場 所：ウィズゆくはし 2 階 調理実習室
◆対 象 者：初めて離乳食を学びたい方
◆持 参 品：母子健康手帳、筆記用具
◆申込締切：5 月 8 日（木）※定員になり次第締切
※離乳食作りの見学と簡単な体験・試食をしていただ
　きます。
※お子さんといっしょに参加できます。スリングやお
　んぶ紐をお持ちください。

もぐもぐクラス（離乳食教室） 要予約

　お子さんの発達について、不安や心配のある方はお
気軽にご相談ください。

ハグルーム（発達相談） 要予約

◆時 間：9 時～ 16 時
◆場 所：ウィズゆくはし 2 階
◆対 象 者：未就学のお子さまと保護者
◆申込締切：各相談日の 1 週間前まで
※お申込みの際、あらかじめ相談の内容を伺いますの
　で、ご了承ください。

◆ 5 月の相談日◆
　1 日（木）、7 日（水）、14 日（水）、21 日（水）、
　28 日（水）

　補償申請の期限は、お子さまの満 5 歳の誕生日まで
ですので、平成 21 年に生まれたお子さまは平成 26 年
の誕生日までとなります。
　満 5 歳の誕生日を過ぎると、補償申請を行うことが
できませんので、該当すると考えられるお子さまにつ
いてはそれまでに補償申請の手続きをお願いします。

【重要なお知らせ】

　平成 21 年 1 月 1 日以降に出生したお子さまで下記
の基準をすべて満たす場合
・在胎週数 33 週以上で出生体重 2,000 グラム以上、ま
　たは在胎週数 28 週以上で所定の要件
・身体障害者手帳 1・2 級相当の脳性まひ
・先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ
※生後 6 カ月未満で亡くなられた場合は、補償の対象
　となりません。

【補償対象】

【問合せ先】

産科医療補償制度専用コールセンター

　　電話：0120-330-637
　　　　　03-5800-2231
　　受付時間：9 時～ 17 時
　　　　　　　（土日祝日除く）
　　産科医療補償制度ホームページ
　　　http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

　重度脳性まひのお子様とご家族を支援する制度です。
　補償の対象と認定されると補償金が支払われ、脳性
まひ発症の原因分析が行われます。

【産科医療補償制度とは】

産科医療補償制度
シンボルマーク



第 3 回 はなみずき会 春まつり
ガレージセール
ギャラリー花水木　

090-1082-7535（中川）
　春の一日、遊びに来ませんか？
■日時：4 月 20 日（日）　11 時 ～ 15 時
■場所：ギャラリー花水木（行橋市泉中
央 1-11-23）駐車場あります。

新田原老人いこいの家春まつり
新田原老人いこいの家　 24-7991
　各サークルの発表会、カラオケ、詩吟、
趣味の会、太極拳等介護や認知症でお悩
みの方への相談コーナーもあります。
■日時：4 月 27 日（日）　10 時～ 14 時
■場所：新田原老人いこいの家
　　　　（行橋市道場寺 1446-25）

● 募 集 ●
よい歯のコンクール
歯の標語・川柳募集
京都歯科医師会　 24-7777

【まだまだよい歯のコンクール】
■応募資格：80 歳以上で自分の歯が 20
本以上残っている先着 10 人
■応募場所：行橋市・京都郡の各歯科医院、
行橋京都休日・夜間急患センター（歯科）

【歯に関する標語または川柳】
■応募先：官製はがきに、住所、氏名、
年齢、性別、電話番号、「標語」または

「川柳」（5 点まで）をご記入の上、下記
まで送付してください。
送付先…〒 824-0031 行橋市西宮市 5-1-5
　   　京都歯科医師会「標語・川柳」係
※いずれも締切は 5 月 7 日（水）まで、
表彰式は 6 月 1 日（日）の第 31 回歯の
健康フェアにて行います。

保育所・児童クラブ
臨時職員募集！
市子ども支援課児童家庭係

内線 1181
　子どもたちの健やかな成長のお手伝い
を一緒にしてみませんか。
■勤務場所：①公立大橋保育所、②行
橋市内の公立児童クラブ（各小学校併設）
■勤務時間：①月～土曜日の 8 時間程度、
②月～金曜日は 15 時～ 18 時、土曜日・
閉校日は 8 時 30 分～ 18 時
■資格：①保育士資格をお持ちの方
②保育士資格、幼稚園、小学校、中学校、
養護教諭免許または児童福祉、教育関係、
ホームヘルパーの資格をお持ちの方およ
び福岡県の行う子育てマイスターの認定
者の方
■募集人数：若干名
■賃金：①日額 6,500 円、②時給 839 円
■申込み：履歴書を市子ども支援課児
童家庭係窓口へご持参ください。その際
面接を行います。

● 講 座 ●
大工ボランティア養成講座
行橋市社会福祉協議会　 23-1111
　独居または高齢者世帯や障害者家族、
母子家庭等で、「大工さんに頼むほどで
はない、ちょっとした家の修理」のお手
伝いをしてくださるボランティアの養成
講座を行います。
■日時：5 月 25 日（日）～ 12 月 14 日（日）
の間の毎月第 2、4 日曜日（全 14 回）
13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場所：ウィズゆくはし ゆうの家 2 階
■定員：40 人（修了後、ボランティア
として活動できる方）
■参加費：2,000 円（保険料・材料代込）

●スポーツ●
行橋市新人テニス大会
行橋市体育協会　 25-8222
行橋テニス協会　 25-5662

yukuhashi.tc@gmail.com
■日時：6 月 8 日（日）
■場所：行橋市庭球場（行橋市総合公園内）
■資格：行橋市・築上町・京都郡に在住・
在校・在勤する方。もしくは、上記の地
域で練習（活動）しているクラブに所属
している方。※過去のテニス大会で優勝
経験のない方。
■種目：A= 男子シングルス
B= 男子ダブルス、C= 女子シングルス
D= 女子ダブルス
■参加料：シングルス 1,000 円（1 人）
　　　　　ダブルス　 2,000 円（1 組）
■申込み：所定の申込
書に必要事項を記入し、
5 月 21 日（水）までに
体育協会または行橋テ
ニス協会へお申込みく
ださい。

第 3 回京築ラグビー祭
行橋ラグビー愛好会

090-5736-8058
　行橋市ほか 3 市から 5 つの少年ラグビ
ーチームが集結し、対抗戦を行います。
そのほか一般の園児、児童、生徒を対象
としたタッチラグビー体験会や、唐揚げ、
パン、飲料の出店も行います。大型連休
に緑の芝でラグビーを楽しみませんか。
■日時：4 月 27 日（日）
　11 時～ 15 時 30 分
■場所：行橋総合公園芝生広場
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耕運機等農業機械の盗難被害が出ていますので、倉庫に入れるなど保管場所に注意しましょう。
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◆日 程：4 月 27 日（日） 8 時集合
◆集合場所：市役所側の今井渡橋地点
◆コース：今川サイクリングロード（往復 6km）
◆持参品：水筒、タオル、帽子など
※各自歩きやすい格好でご参加ください。
※保険に加入していませんので、事故やけがには各自で対応
　をお願いします。

あなたの健康を応援します　℡2３-８８８８
健康づくり
推進係

　今年度も 7 月から健診が始まりますが、その前に健診の状況をお知らせします！
平成 25 年度の特定健診受診率は 31.6％ ( 暫定 ) でした★

自覚症状がなく進行する生活習慣病…
特定健診は、生活習慣病の「芽」を見つけるチャンスです！
　このチャンスを逃さず、ぜひ健診会場へ！！
健診を受けるといいことたくさん♪
　◆身体の状態丸わかり
　◆あなたに合った生活改善のコツがつかめます
　◆病気の予防につながり、医療費を抑えることができます
さらに！！
　生活習慣病のリスクが高い方に、保健師・管理栄養士が保健
　指導を実施します！
　◆家でも楽しく実践できる運動・栄養教室に参加できます
　◆あなたの生活に合わせたアドバイスを行います

◆場 所：ウィズゆくはし
　（部屋については、左記の表を参照）
◆定 員：男女合わせて 30 人
◆申 込 み：4 月 22 日（火）～ 5 月 2 日（金）に
　健康づくり推進係へお申込みください。
　（定員になり次第締切）
◆対象者：食や健康づくりに関心のある方
◆受講料：無料
　（別途テキスト代 1,300 円がかかります）
※ 5 月 8 日（木）以降にキャンセルされた場合でも、
　テキスト代を徴収しますのでご了承ください。

　この教室は、生活習慣病予防のための基礎知識を学習していただく教室です。修了後、食生活改善推進会に入会し
ていただき、自己学習の継続と地域での食生活改善のための活動をお手伝いをしていただきます。

日　程 内　容 場　所

1
5 月 23 日（金）
9:30 ～ 12:00

開講式
講話「健康づくりについて」

研修室

2
6 月 5 日（木）
9:30 ～ 12:00

運動
「家庭でできる脂肪燃焼」

多目的ホール

3
6 月 20 日（金）
9:30 ～ 12:00

歯の健康
「お口は健康の入り口」

研修室

4
6 月 27 日（金）
9:30 ～ 12:00

食育「食事バランスについて」
( 食品衛生・食環境含む )

栄養指導室5
7 月 3 日（木）
9:30 ～ 13:00

調理実習①
「メタボリック予防の食事」

6
7 月 18 日（金）
9:30 ～ 13:00

調理実習②
「高血圧予防の食事」

7
8 月 1 日（金）
9:30 ～ 12:00

食生活改善推進会学習会 多目的ホール

8
8 月 21 日（木）
9:30 ～ 13:00

調理実習③
「脂質異常症予防の食事」

栄養指導室

9
9 月 5 日 ( 金 )
9:30 ～ 12:00

閉講式
「食生活改善推進員の役割」

研修室

平成 26 年度　ヘルシー教室　～食生活改善推進員養成講座～

平成 25 年度　特定健診について

ゆくはしいきいきガイド
　平成 26 年度の健診カレンダー「ゆくはしいきいきガイド」
を、今回の市報の折り込みで配布しています。健診について
の大切なお知らせですので、必ずお読みください。
　・わたしが受けられる健診は？
　・お金はどのくらいかかるの？
　・申込みはいつから？方法は？

など、今年度の健診の情報は、ゆくはしい
きいきガイドを見れば丸わかり♪平成 26
年度版は、きみどり色の冊子です！

サンデーウォーキング
　すっかり春らしい気候になり、外出するのが楽しく感じら
れます。外に出て、身の回りにある春を見つけてみませんか？

　食生活改善推進会の
入会資格は、全 9 回の
教室のうち 7 回以上出
席した方です。
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●お知らせ・相談●
400ml 献血にご協力ください
福岡県赤十字血液センター北九州事業所

093-631-1211
市地域福祉課　 内線 1155、1156
■日時：4 月 24 日（木） 10 時～ 16 時
■場所：行橋市民会館前
■対象者：男性…17歳～ 69歳までの健康
な方、女性…18歳～ 69歳までの健康な方

（65 歳以上の方については、60 歳～ 64
歳の間に献血経験のある方）
※身分証明書等の提示をお願いし、本人
確認を実施しています。
※ 献 血 は 1 年 間 に 男 性 1,200ml、 女 性
800ml 以内と総献血量が決まっています。

露店等の開設時には届出を！
市消防本部予防課　 25-2325
　昨年夏に、京都府で発生した花火大会
会場での火災では、多くの人的被害が発
生しました。このような惨事を防ぐため、
火災予防条例が改正され、祭りやイベン
ト等において、ガス器具等火災の原因と
なる恐れのある器具を使用する場合は、
消火器を設置するとともに、消防本部へ

「露店等の開設届出
書」の提出が必要と
なりました。このよ
うな催しを開催する
場合は、ご協力をお
願いします。
　詳しくは、消防本
部予防課までお問合
せください。

ひとりで悩まず、まずご相談を
『出張労働相談』

福岡県北九州労働者支援事務所　
093-592-3516

　解雇・賃金未払・セクハラ等の雇用の
場における問題についてのご相談をお受
けし、アドバイスを専門の相談員が行い
ます。パートやアルバイト、派遣社員の
方はもちろん、事業主の方からのご相談
にもお答えします。
■日時：毎月第 4 月曜日
　17 時 ～ 20 時（受付は 19 時まで）
■場所：行橋市コミュニティセンター
　　　　展示室

「憲法週間」無料法律相談
福岡県弁護士会

093-561-0360
　5 月 1 日～ 7 日の「憲法週間」を記念
して、無料法律相談会を開催します。
■日時：5 月 16 日（金）
　午前の部＝ 9 時 30 分～ 12 時 30 分
　午後の部＝ 13 時 30 分～ 16 時 30 分
■場所：北九州弁護士会館

（北九州市小倉北区金田 1-4-2 裁判所構内）
■定員：100人程度（定員になり次第締切）
■申込み：予約制です。4 月 28 日（月）
9 時から受付を開始しますので、上記へ
お申込みください。

宝くじ助成で
流末区公民館を
建設しました
市高速道・国県道対策室

内線 1313
　行橋市では、（財）自治総合センター
が実施する「宝くじ振興事業」による助
成金を受け、流末区公民館建設整備事業
を行いました。公民館を活用した、より
活発なコミュニティ活動が期待されま
す。宝くじの収益金は、コミュニティ活
動の助成やまちづくりに役立てられてい
ます。

● 催 し ●
どうなん唄者、西泊喜則
心の絆ライブ
ギャラリー花水木

090-1082-7535（中川）　 25-4095
　沖縄よりプロ歌手である西泊喜則さん
が、再び行橋にやって来ます。沖縄の心
を唄う三線唄者です。3 月の 4 カ所ライ
ブでは、どの会場も大盛況で好評でした。
皆さん、ぜひいっしょに沖縄の風を感じ
ましょう！
■日時：4 月 26 日（土）
・1 ステージ＝開場 11 時 30 分、開演 12 時
・2 ステージ＝開場 14 時 30 分、開演 15 時
■場所：行橋赤レンガ館
■チケット：前売り 2,000 円
　　　　　　当日 2,500 円

ヒーリングピアノコンサート
山口芳弘　 0979-83-4035

080-3944-4009
　豊前市出身のピアノ奏者、山口芳弘さ
んによる自然や人の心をテーマにしたヒ
ーリングピアノコンサートです。オリジ
ナル曲、童謡を披露します。
■日時：4 月 27 日（日）
　14 時～ 15 時 30 分（開場 13 時 30 分）
■場所：行橋赤レンガ館

YUZU アクセサリー＆蒼写真展
行橋赤レンガ館　 23-7724
アクセサリー作家“YUZU”と写真家“蒼”
がお届けする、アクセサリーと写真の展
示です。春の新作や定番作品の展示と、
期間中参加できる体験教室も開催しま
す。入場無料です。
■日時：4 月 18 日（金）～ 21 日（月）
10 時～ 18 時（最終日は 17 時まで）
■場所：行橋赤レンガ館

ひと息の村 ホスピス祭り
ひと息の村　 22-2583
　行橋中学校生による吹奏楽、犀川少年
少女合唱団によるコーラス等のイベント
や、焼きそば、たこ焼き、シフォンケー
キ等の出店があります。また、隈

くまさきゆきてる

崎行輝
さんの「すべての人にホスピスケアを！」
署名活動も開催されます。
■日時：4 月 27 日（日） 11 時 ～ 15 時
■場所：ひと息の村（行橋市行事 7-25-3）
駐車場は、矢津クリニックの駐車場をご
利用ください（台数に限り有り）。

26．４．15　⑭Information

行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information Box

電 話 FAX ホームページ メール

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

市民会館 TEL ２５−１１２５

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４

行橋シティインフォメーション放送中！！
月曜日～金曜日の午前 8時10分から、スターコーンFM（FM76.7MHz）にて放送しています。

情　報　＆　ス　ポ　ー　ツ

▲流末区公民館

⑮　26．4．15　



各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
婦人相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124
雇用・労働相談 月～金 8 時 30 分〜 17 時 市役所　企業立地課 25-9766

若者向け就労支援窓口 第2・4金曜 10 時～ 17 時 北九州若者サポートステーション
093-512-1871

消費生活相談 月〜金 　9時〜12時15分、
13 時〜16時

行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障害者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1153

母子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第 4 月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 相談

会場

行橋市コミュニティセンター 福岡県北九州労働者支援事務所
093-592-3516

子育て女性就職相談
（予約制） 第 1 水曜 10 時〜 15 時 行橋市男女共同参画

センターる～ぷる
子育て女性就職支援センター
093-571-6440

※心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時
ウィズゆくはし 行橋市社会福祉協議会

23-1111
（電話での相談は

 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 第 2 木曜 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜 10 時～ 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501

認知症相談 月〜金 9 時～ 17 時 行橋市高齢者自立支援センター
（行橋市大字道場寺1446-25） 26-2370

市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　

　　木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時～ 12 時、
13 時～ 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所

093-471-8873
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行橋京都休日・夜間急患センタ－
〒824-0002 行橋市東大橋 2-9-1 TEL：26-1399
歯科
■日曜・祝祭日　9 時〜 18 時（受付は 17 時まで）

内科・小児科
■月曜〜金曜日　
　19 時 30 分〜翌朝 6 時（小児科は 23 時まで）
■土曜・祝祭日の前日　
　19 時 30 分〜翌朝 9 時（内科・小児科とも）
■日曜・祝祭日
　昼間　9 時〜 18 時（内科・小児科とも）
　夜間　19 時 30 分〜翌朝 6 時（小児科は 23 時まで）

　

人の動き

平成 26 年
 3 月末現在

（住民基本台帳より）
人口 72,698 人
　男 34,670 人
　女 38,028 人
　世帯 30,539

【前月比】
　人口  138 減 
　世帯    40 増

ゴミの動き

（3 月分）
 可燃ゴミ
　● 1,598t
 不燃ゴミ
　● 77t
 資源ゴミ
　● 55t
 １人当りのゴミ
　● 22.7kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 236 t 増
 不燃ゴミ
　● 13t 増

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 27t 減
 不燃ゴミ
　● 6t 減

※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。

市報ゆくはし４月１5 日号は、２６，８５０部作成し、１部あたりの印刷単価は２１．６０円です。
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現在貯水量
13,797,000t
総貯水量

16,450,000t

貯水率 … 83.8％

油木ダム貯水量
（4/8 現在）

各種相談・休日相談医（4/15 ～ 5/14）
4 月
17 日   補聴器相談（市役所 301 会議室、13 時～ 15 時）
20 日　上田内科眼科医院（TEL22-2132）
23 日　行政書士市民相談会（市役所 501・502 会議室）
24 日　交通事故相談（市役所 501 会議室、10 時～ 15 時）
　　  　夜間窓口（収納課・国保年金課）
25 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
27 日　新行橋病院（TEL24-8899）
28 日　出張労働相談
29 日　大原病院（TEL23-2345）
5 月
  1 日　年金出張相談（予約制）
  3 日　新田原聖母病院（TEL23-1006）
  4 日　小波瀬病院（TEL24-5211）
  5 日　行橋中央病院（TEL26-7111）
  6 日　京都病院（TEL32-2711）
  7 日　子育て女性就職相談
 　　    補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時～ 15 時）
  8 日　行政相談
　　　  夜間窓口（収納課・国保年金課）
  9 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
11 日　きむらクリニック（TEL28-9555）
14 日   弁護士相談（予約制）

防災行政無線の放送内容は、
２４－０３００で確認できます。

【通話料利用者負担】

弁護士相談は、「心配ごと相談」の後、
市内の方のみご利用いただけます。

　市内元永の「宮の下つばき山片山ボタン苑」
では、間もなく 300 種・3,000 株のボタン
の花が見ごろを迎えます。　  22-0360

※若者向け就労支援窓口は、
　原則予約制です。

～ 納付は便利な口座振替で ～

今月の納期【 ４月 】

◆ 国民年金保険料
　　　　　　3 月分
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